
   

 

全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 西久保グループ        

産業目線 

【活動項目】  産業道路環境 【活動テーマ】 豊橋市道路整備の取り組み 

到達目標 ① 広域幹線道路網の早期実現  ②通勤時の渋滞・問題個所の対応 

前回まで 

活動状況 

① 国・県・市への広域幹線道路網に対する要望を継続して実施 
②多門田交差点右折矢印信号の延長（最大 20 秒） 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

①広域幹線道路網の早期実現 
 〇名豊道路（国道２３号蒲郡バイパス）の建設促進 
 〇浜松・三ケ日・豊橋道路（仮称）の建設促進 
 〇三遠南信道路の建設促進 
 〇東名高速道路豊橋スマートインターの早期実現への取り組み 
  ・令和３年度の予算で調査費が承認されました。 
 
②通勤時の渋滞・問題個所の対応 
 〇くらしの相談（道路問題）への取り組み 
  産業道路で渋滞・水たまり対策を実施してほしい。 
  【回答】 
  ・渋滞緩和策として海軍橋交差点直進車線増 （令和 3 年４月末完成予定） 
  ・豊橋市道路維持課より県に対して水たまり箇所の修正を要望して頂きます。 
 

 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

今後の活動 

① 国・県・市への要望活動を継続します。 
② くらしの相談を現地・現物で確認して解決に繋げていきます。 

 

報告回 
＃２政治センター幹事会 

（１月度） 

＃３政治センター幹事会 

（５月度） 

＃４政治センター幹事会 

（８月度） 

豊橋市 所属議員 及部 克博 

今回の進捗 

【 ○ 】 

－11－



 

 

全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 西久保グループ        

組合員目線 

【活動項目】 防災 【活動テーマ】 災害に備えた避難への取り組み 

到達目標 豊橋市の防災対策推進（避難所整備等） 

前回まで 

活動状況 

〇『会派要望』に対する市の取り組み状況を把握 
〇一般質問で『在宅避難』に対する市民の備え（簡易トイレ）が必要・市民への情報（防災ガイドブック）に掲載する事を述べた。 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

豊橋市の防災対策推進（避難所整備等） 
〇集中豪雨に起因する土砂災害に対し、危険個所の調査結果に基づく早急に対応策を講

じること。（特に河川地域、傾斜地区） 
【回答】土砂災害ハザードマップ作製・周知 

各河川の浚渫工事・梅田川の地下河川工事着手（令和 3 年度） 
      

〇各小学校（第二避難所）マンホールトイレ整備 
  【回答】令和 3 年 3 月  8 校・・・43 基完了 
  

〇地震・津波を想定した明海地区（臨海工業地）における産業従事者約１万人の避難道
路を検証し緊急道路の確保を早急に講じること。 

【回答】明美地区道路、令和３年度に国から補助を受けることが決まり橋梁部分の工事費
用の問題が解決 
      明確に完成予定は出ませんが１０年以内の完成を目指します。 
 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活動 

避難所だけでなく災害対策として、様々な問題に対して取り組んでまいります。 
令和３年６月議会で豊橋市が考える幹線道路について一般質問をする予定。 

 

報告回 
＃２政治センター幹事会 

（１月度） 

＃３政治センター幹事会 

（５月度） 

＃４政治センター幹事会 

（８月度） 

豊橋市 所属議員 及部 克博 

今回の進捗 

【○ 】 

－12－



２．２９期（後） 取り組みテーマについて 

 

（１）産業目線 産業目線①～④項目から選択 

豊橋市取り組み項目 ④産業道路環境 
 

豊橋市取り組みテーマ 東三河縦貫道路建設促進期成同盟会 

 

（２）組合員目線 組合員目線①～⑥項目から選択 

豊橋市取り組み項目 ④防災 
 

豊橋市取り組みテーマ 避難所の整備 

 
 

選定理由・背景・思い 組織内議員の具体的取り組み内容 

私たちの住む東三河地域は、環伊勢湾地域や三遠南信地域の一翼を担う地方拠点都市地域の 8市町

村が一体となり、 

「職・住・遊・学」の機能が総合的に備わった魅力ある生活空間を創造し、21 世紀における新しい

ライフスタイルをリードしていけるような「生活の都」づくりを目指しています。 

具体的には一般国道 151 号、247 号、257 号、259 号、主要地方道豊橋渥美線（渥美半島縦貫道路）

等からなる奥三河山間部から渥美半島までを結ぶ主要な幹線としての機能を備えたＹ字型の道路と

なります 

① 名豊道路（国道２３号蒲郡バイパス）建設促

進に関する取り組み。 

② 浜松三ケ日・豊橋道路建設に関する取り組み 

③ 三遠南信道路の建設に関する取り組み 

上記内容を国・県の機関と定期的な情報交

換・交流を実施し、国会議員・県議会議員と

の連携で道路の建設促進に取り組みます。 

選定理由・背景・思い 組織内議員の具体的取り組み内容 

防災意識の高まりは市民の方々に周知されてきており、飲料水・非常食の備蓄は多くの方々が準備 

をして頂いています。災害時は「自助・共助・公助」の考え方で、自助（個人で対応）・共助（個人

と行政が力を合わせる）・ 

公助（行政が実施する）このことから在宅避難は自助で対応（水・食事は避難所で配布あり）避難 

所では、共助・公助となり、行政が準備したもので避難所を運営していく。避難所には様々な問題 

もあり、特にトイレの問題は重要となります。グランドに設置される仮設トイレはお年寄りや、体 

の不自由な方にとっては使用が出来ない事も考えられます。簡易トイレも臭い等の問題があり豊橋 

市はマンホールトイレを各避難所（小学校）等に設置をし始めました。全 16 校整備予定。 

 

各避難所でのトイレ問題に対しての取り組み。 

① 各避難所のマンホールトイレ・簡易トイレの

整備を推進する。 

② 明海臨海地区・老津町 28 号線整備事業を推

進する。 

＊令和 2年 9月議会：令和元年度決算委員会質疑

実施 

（令和元年度実績）全長 1300 ﾒｰﾄﾙ/100 ﾒｰﾄﾙ用地

取得完了 
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（参考）豊橋市　テーマ登録背景


